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　水資源の枯渇や水質汚濁等，現代の水に関する課題に適切な解決策を見出すために
は，人々の「水」に対する意識の向上を図らなければならない．「「水」に対する意識
の向上」とは，まず「水」を身近な存在として感じること，そして「水」に関する出
来るだけ多くの，そして正確な科学的情報を手に入れ，それを理解することである．
「水」に対する意識の向上のためには，何が有効な手段になり得るのか，そしてどのよ
うなことに留意すべきなのかということについて述べる．
1．はじめに

　平成14年12月15日の日曜日に，国土交
通省中部地方整備局の主催により，「三河
湾環境クルーズ」が行われた．この催し
は人々に三河湾の現状を船の上から実際に
目で見てもらい，三河湾の水質や環境を守
ることについて考えてもらうために開かれ
たものである．
　蒲郡市にあるアミューズメント・スポッ
トである「ラグーナ蒲郡」を発着点に，
150人の親子連れなどが午前と午後に分か
れて，それぞれ約1時間の船旅を楽しみな
がら三河湾の汚れの状況を実際に目で確か
めたり，スナメリを探したり，海の環境に
ついての話を聞いたりした．

　ところで，翌日の新聞報道1) によると，
01） 中日新聞　平成14年12月16日　朝刊
02） 読売新聞　平成14年12月16日　朝刊
この「三河湾環境クルーズ」の参加に応募
した人は約1600人と競争率10倍以上で
あったとのことである．このように多く
の応募者があったということは，人々の三
河湾の環境に対する関心の高さを示してい
るとも考えられる．又，応募者の多かっ
たもう一つの要因は船に乗って三河湾を巡
るという，普段ではなかなか経験できない
内容の催しであったということがあげられ
る．三河湾の主要な港である三河港では，
過去何回かにわたって「みなと祭り」といっ
た催しが行われ，ここでも三河湾を巡る船
旅が行われたことがあり，これも大変な人
気であった．しかし，参加の動機は何で
あれ，この催しを通して人々の三河湾の環
境への関心を高めてもらいたいという目論
見は，ある程度成功したと考えられる．な
ぜなら，翌日の別の新聞報道2) には「船か
ら三河湾を見る機会は貴重だと思い参加し
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ました．環境を改善し豊かな海に戻した
いという思いになりました．」という参加
者のコメントが紹介されていたからであ
る．

2．  「水」に対する意識を持つことの
必要性

　水は私たちの大変身近な所に存在する．
しかし，その身近さ，特に意識の上での身
近さは時代と共に次第に失われてきたとい
うことが，しばしば指摘されている．そ
れは，わかりやすく言い換えれば，「水」
について気を使うことが無くなったという
ことである．
　水道の普及率の推移（図‒1）3) を見ると，
ほんの30～40年前頃まで水道は当たり前
の存在ではなかったことが分かる．水道
が無かったころは，井戸の水，又，川や湖
の水も利用され，人々は水を汚さないとい
03） 厚生省生活環境審議会水道部会資料　2002

図‒1　水道普及
うことに注意を払っていた．そのための
水の利用のルールもいろいろと存在した．
そのような場合には，水の存在は大変身近
なものであっただろうと考えられる．今
でも，一部には日常的に人々が水を自ら管
理しながら使っている場合もある．たと
えば，観光地としても有名な郡上八幡の宗
祇水は4段に分かれており，一番上の段は
飲料水，二段目は米等の洗い場，三段目は
野菜等の洗い場，4段目は「さらし場」と
して使い分けている．しかし，私たちは
ほとんどの場合そのような注意を払う必要
も無く，蛇口から当たり前のこととして，
きれいな水を得ることができる．その水
は私たちが直接管理するのではなく，私た
ちに変わって，たとえば水道局という役所
が管理してくれているわけである．そし
て，私たちの水に対する日常的な関心も薄
れていったと言うわけである．
率の推移3)
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図‒2　下水道普及率の推移4)
　一方，使い終わった水にも同じことが言
える．水道ほどではないが，下水道も30
～40年前頃から整備率が高くなって行っ
たことが分かる．（図－2）4)　下水道の整備
が進むにつれて川の水質が改善した例が多
く指摘されており，環境へ与える有効性は
疑うべくも無いが，こと水に対する意識と
言う面からは，やはり水道の場合と同じよ
うに，人々の汚れた水の行く末への日常的
な関心を遠ざけたであろう．下水道等が
整備される前には，人々は下流へ汚れを流
さないように，汚れた水は溜めておいて畑
へ撒いたりしていた．しかし，今では，
私達はほとんど気を使う必要も無く，汚れ
た水は下水道や浄化槽が処理してくれるこ
とを原則とするようになった．しかし，
実際には下水道等の浄化能力は現段階では
限りがある．現代の水質汚染をある一面
から象徴的に表現すれば，水道の普及率と
下水道等の浄化能力の普及率とのギャップ
が招いた結果であると言うことも出来る．
04） 「日本の下水道」国土交通省 都市・地域整備局 下水
　以上のようにして次第に水が意識の上で
身近な存在では無くなっていくにつれ，水
を大切に使おうとする心，水を汚すまいと
する心も薄くなっていった感は否めない．
しかし，現在問題があるからとは言え，再
び過去に戻ることはできない．水道は多
くの重労働から人々を解放したし，いつで
も得られる清潔な水は日本人の平均寿命を
延ばした大きな要因の一つであると考えら
れる．又，下水道を無くし，一人一人が
汚水を処理することも技術的に不可能では
無いかもしれないが，その効率性や個人で
の管理がどこまで責任を持って行われるの
かなど多くの困難が伴うだろう．したがっ
て，30年～40年前と異なり，現代の私た
ちの生活は水道や下水道という社会システ
ムを前提とせざるを得ないと言える．そ
うであれば，このシステムがいかにすれば
最も良く機能できるか，又，この機能の現
在不足している部分をいかに補うことが出
来るのか，といったことについて考える必
要がある．しかし，人々が水道や下水道
道部 監修　1999
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等の社会システムについて正しく理解し，
そのシステムが最も良く機能するように行
動し，その不足するところを補うために
は，まずは人々の水への意識の上での身近
さをもう一度取り戻すことから始めなけれ
ばならないのである．

3．  自分の目で見ることの有効性につ
いて

　それでは，どのようにすれば私達は水へ
の意識の上での身近さを取り戻すことがで
きるのだろうか．最初に紹介した「三河
湾環境クルーズ」は三河湾の汚れなど環境
の現状を直接目で見てもらうことで，三河
湾の環境への興味を持ってもらうという狙
いであり，ある程度の成功を収めたので
あった．私も，かつて船で三河湾を巡る
というチャンスを得たことが有る．確か
に，この目で見たこげ茶色の海は衝撃的で
あった．又，その茶色の海で生息してい
るスナメリのけなげな姿にも打たれたもの
だった．そして，「私達は何とひどいこと
をしてきたのだろう．何とかしなければ．」
という思いが強まった．「百聞は一見にし
かず．」自分の目で見るということは，水
の問題を意識の上で身近に感じる出発点と
なるであろう．

　そこで，水への意識の上での身近さを取
り戻すための一つの試みとして，私は平成
14年11月に私のゼミに所属する学生など
14名の学生と共に，豊川の現地見学を行っ
た．学生たちは全員18歳から20歳の若い
女性である．豊川の水がどのようにして
我が家までたどりつくのかこの目で確か
め，毎日見ている水道の蛇口から出る水の
来し方について関心を持ってもらおうとい
うわけである．学生たちは日ごろの教室
での授業とは異なるスタイルの，バスを
使っての現地見学による授業を歓迎してい
るようであった．見学地の主な所は宇連
ダム，大島ダム，大野頭首工，万場調整池
以上，豊川用水関係），牟呂松原頭首工（牟
呂松原用水関係）である．各見学地では，
それぞれの施設の説明を私，又は，水資源
開発公団の職員の方が行った．

　見学に先立ち，学生たちに尋ねたとこ
ろ，宇連ダムと万場調整池には数人の学生
が過去にも数回訪れた経験があったが，ほ
とんどの学生にとってはすべての見学地が
初めて訪れる場所であった．又，宇連ダ
ムと万場調整池を訪問したことのある学生
も含めて，ほとんどの学生が豊川用水につ
いては全く知らないか，名前を聞いたこと
がある程度であった．又，すべての学生
が「蛇口から水が出る」ことを当たり前と
感じていると答え，毎年のように節水が呼
びかけられているにもかかわらず，豊川用
水がしばしば渇水に見舞われることもほと
んどの学生が知らなかった．
　すべての見学を終わった後の感想は，
豊川のダムや頭首工などの利水施設の役
割や水がどのようなルートをたどって私た
ちの家庭や農地等に届けられるのかについ
て理解できた．」，「豊川用水の施設などを
実際に目で見たり，豊川用水や森林の役割
などについて話を聞いたため，水を大切に
感じる気持ちが高まった．」，「これから家
などで水道の蛇口をひねった時に，今日見
たような山や川の姿を思い浮かべることが
あると思う．」，「これから，渇水のニュー
スに対して今までよりも敏感になると思
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う．」というものが多かった．たった1日
の短い見学会ではあったが，水をもっと意
識の上で身近に感じてもらうという目的は
一応達成されたと考えて良いだろう．

　学生たちは又，「普段，行けないような
ダムや頭首工に行くことができて良かっ
た．」，「今まで水に接する機会があまり無
かったけれど，今日はいろいろな豊川の水
に関することについて知ることが出来て良
かった．」，「話を聞くだけでなく，実際に
目にすることで吸収するものがあったと思
う．」と，口々に実際にその場に行って自
分の目で見ることの有効性を評価してい
た．又，「水の流れについては，小学校で
も習ったが，今日の見学会では昔とは違っ
た受け止め方をしたように思う．」という
意見もあった．同じものを見ても，年代
やそのときの立場などによって受け止め方
が異なることもあるだろう．水に対する
関心を高めるためには，その場に行くとい
うきっかけを作ると共に，1度だけでなく
いろいろな年代の時に見るということも有
効であろう．

4．自分の目で見る機会を増やすには

　水に対する意識の向上のために，自分の
目で見ることが有効であることは確かであ
るとして，それではどのようにすれば自分
の目で見る機会を増やすことが出来るので
あろうか．学生たちも言っているように，
多くの人は「なかなかこういうふうに見学
するということは無い」のである．

　先に紹介した「三河湾環境クルーズ」は
大変好評だったために，より汚染が高いだ
ろう夏にも開催したいと考えているようで
ある．しかし，応募倍率が10倍を超える
ほど人気が高いということであれば，もっ
と機会を増やすことを考えても良いだろ
う．以前，「スナメリ・ウォッチング」を
豊橋の観光資源として考えてはどうかとい
うことを検討するための「体験ツアー」に
参加したことがある．現代では世界も含
め各地で「エコ・ツアー」が盛んに行われ
るようになってきた．海の環境に関する
解説も同時に行い学習しながらのエコ・ツ
アーは，生涯学習意欲の高まりも受け人気
の高いものとなるだろう．希望者があれ
ば船を出せるような，常設のツアーとして
位置づけてはどうだろうか．
　又，豊川の水をたどる旅もエコ・ツアー
としての位置づけが可能であろう．豊川
の歴史や文化の話も交えながら，豊川の水
について解説すれば幅広い人々に人気があ
るツアーとなるだろう．
　又，ダムの周辺をピクニックの場所とし
て整備し，ダムの管理所には資料館や展示
館を設ければ，ツアーやピクニックのつい
でに立ち寄ってもらうこともできるだろ
う．現在でも大原調整池周辺ではピクニッ
クが出来るように整備され，大島ダムには
ちょっとした「展示室」があり，万場調整
池には「水の資料館」がある．これらの
施設の内容をより充実させ，P. R. すると
共に，エコ・ツアーのルートに加えること
が考えられる．

　水に関する施設に限らず，役所やその他
の公的機関が管理している施設の見学は，
土曜日，日曜日は見学が不可能な施設が多
い．それは，土曜日，日曜日は出勤して
いる職員の数が限られるために施設の管理
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上問題があったり，見学者に説明する職員
が不在であるといったことが主な理由であ
ると考えられる．しかし，大学の場合で
も，今回私が行った豊川用水等の施設見学
のような場合には，まとまった時間が必要
であり平日に行うことは困難である．今
回の見学会は土曜日であったにもかかわら
ず，水資源開発公団の職員の方が特別に出
勤し，一部の施設について解説してくだ
さった．しかし，このような特別出勤を
気軽にいつも御願いできるというわけでは
ない．又，私は，いずれ学生を連れて，
今度は汚れた水の行く末を見る見学会を行
いたいと考えている．そのためには下水
処理場の見学も欠かせないと考えている
が，電話で問い合わせたところ，やはり見
学は原則として平日に行ってほしい旨の回
答であった．
　このようなことは水に関連した施設に限
らず，その他の施設についてもほぼ同様で
あろうと思う．大学ではなく，一般家庭
の人々であっても，たとえば家族連れで豊
川の水をたどりたいと考えたとしても，多
分その日は土曜日，又は日曜日である確率
が高いと考えられる．せっかく現地にた
どり着き見学した施設についてより詳しく
知りたいと思っても，せいぜい看板が立っ
ているといった程度で詳しい説明は聞くこ
とが出来ない．せっかく自分たちの目で
見て水を意識の上で身近に感じるチャンス
であるのに，その成果を一定以上収めるこ
とは困難である．
　役所や公の機関であっても，一部には土
曜日や日曜日に見学が可能な施設もある．
しかし多くの場合その施設の役割を，より
多くの人々に知ってもらいたいという努力
は不足している．その施設の役割を知っ
てもらう努力も，本来の業務であると理解
する必要がある．前にも述べたように，
この社会が水道や下水道といったようなシ
ステムを前提としており，人々がそのシス
テムがより良く機能するように利用し，不
足している部分は補う必要があるとすれ
ば，人々に「水」に対する意識を向上させ
てもらわなければならないからである．

5．  「水」に対する「正しい」意識の
向上について

　今まで，まずは「水」を身近に感じるよ
うになるために，その場へ実際に行って自
分の目で見ることの重要性について述べて
きた．
　次のステップとして重要なことは「正し
い」意識を向上させるということである．
正しい」意識を向上させる必要があると
いうことは「水」に関する事柄に限らず，
何についても言えることであろう．たと
え，何かについて意識が向上した（関心を
持ち，自分も何かしなければと感じた）と
しても，その後に正しい情報に基づく正し
い意識の向上が出来なかったとすれば，実
際にどのように行動すればよいのかが分か
らなかったり，間違った行動へと結びつく
恐れがある．そうなれば，せっかくの意
識の向上が結果的に負の結果をもたらしか
ねない．

　現代において水は意識の上では身近な存
在で無くなったとは言え，毎日蛇口から出
る水なら見ているという意味では，「水」
は身近な存在でもある．その身近さのゆ
えに，いったん「水」を意識の上でも身近
に感じるようになると，大変熱心に勉強し
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発言するようになる人が多い．その熱心
さ自体は喜ばしことではあるが，一つ残念
なことはその人の得た限られた知識に基づ
いて簡単に結論を出そうとする傾向が見ら
れることである．こういった傾向は，こ
と「水」に限ったことでは無いとは思うが，
「水」については先にも述べたとおり，あ
る面身近であるがゆえに，多くの議論が交
わされ，しばしば感じられる傾向なのであ
る．
　議論を交わす時に，限られた知識にのみ
基づいて短絡的に結論を出そうとしていな
いだろうか．このようなこのことは，も
ちろん自分自身にも当てはまる警告であ
る．限られた本から得られた知識，限ら
れた人から得た知識，物事をある一面から
見たデータといったものだけを元として早
急な判断を下した場合，判断を間違える可
能性が高いと思われる．
　何事にも早急に「白か黒か」をはっきり
させたがる人が多いが，ある分野の自然科
学の法則を除けば，物事には100％確かな
ことはめったに存在しないだろう．確か
なことがより多く存在するだろう自然科学
の分野であっても，そこには多くの要因が
関係している場合がほとんどであり，一つ
の要因を見落としたとしても結果が大きく
異なってくることがあり得る．又，社会
科学の分野に至っては人々の価値観や，行
動傾向によって，時代によっても判断が異
なってくる可能性がある．このような複
雑で不確かな事柄に結論を下すためには，
出来るだけ物事を多面的に評価した上で，
その時点で最も納得できる判断を下す必要
がある．

　又，現代は，科学が政治を動かす時代で
あると言われている．たとえば「地球温
暖化問題」はその好例である．自国の経
済発展の足かせにならないようにしたいと
いう思惑によって動こうとする勢力に対し
て，IPCC（気候変動に関する政府間パネル）
が現在得られる限りの最新の科学的根拠に
基づいて温暖化の予測や，その影響の予測
を示し，国家の政治的判断に少なからぬ影
響を与えている．

　「正しい」意識の向上のためには，「正し
い科学的情報」を出来るだけ多くの人々が
共有する必要がある．特に「専門家」と
呼ばれるような人たちは，自分の知り得た
真実をできるだけ正確に表現する義務があ
る．
　しかし，専門家は正しい情報さえ流して
いれば良いのであろうか．答えは「否」
である．もし，一つの科学的情報を流そ
うとするのであれば，それは「一つの科学
的情報」であって「すべてを表すことの出
来る科学的情報ではない」ことを明らかに
して示すべきである．
　IPCC は地球の温暖化に関する科学的情
報を示すために三つの部会を設置し，世界
有数の科学者が集まって，発表された研究
を広く調査し，それぞれについて評価を
行っている．私達もこのように，ある事
柄（特に因果関係が複雑だと思われるよう
な事柄）についての判断を行おうとする場
合には，多面的な科学的研究成果を調査
し，評価する必要がある．

6．  例えば，三河湾の汚染の原因につ
いて

　ここで，一つの例として三河湾の汚染に
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ついての科学的な側面について触れてみた
い．なぜ，ここで三河湾の汚染について
触れるのかというと，時に，ある一つの科
学的研究成果が三河湾汚染の唯一の主たる
原因を示しているかのような論調を耳にす
ることがあったからである．もちろん，
それぞれの科学的側面が三河湾の汚染の
「主たる要因の一つである」ことは正しい
かもしれない．しかし，それがまるで「最
も主たる要因である」か「唯一の主たる要
因である」かのように表現することは，一
面的な偏った判断を人々に与えることとな
るので注意が必要である．特に専門家の
立場にある人は科学が政策に与える影響を
十分に配慮し，責任感を持って正確な表現
に努める必要がある．

　私は，ここで三河湾の各種の汚染原因と

図‒3　 明治32年ごろの三河湾（渥美湾）
の地形図5)

大日本帝國陸地調査部（豊橋市中央図書館所蔵）
05） 「ひがた」汐川干潟を守る会・編　文一総合出版　1
考えられる項目について挙げていこうとし
ている．しかし，残念ながら，現段階で，
私は三河湾のそれぞれの汚染原因について
多くの詳細な科学的研究データを持ってい
ない．従ってここでは，私が現在知って
いるだけの科学的側面の項目を出来るだけ
多く挙げるに止まる．ただ，そのことに
よって三河湾の汚染についても，その原因
は多面的であり，三河湾の汚染について議
論しようとする人は，その多面的な情報を
得る必要があること，従って三河湾浄化の
ための対策も多面的に行う必要があるだろ
うという趣旨を汲み取っていただければ幸
いである．

　まず，原因の一つには，干潟の減少が上
げられる．図‒35) は明治32年ごろ，図‒
45） は平成2年ごろの三河湾（渥美湾）の

図‒4　 平成2年ごろの三河湾（渥美湾）の
地形図 5)

国土地理院
993
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地形図である．このように，過去には大
規模に広がっていた干潟が埋め立てられて
いる．三河湾では1945年から1978年の
間に48％の干潟が失われている6)．干潟の
浄化能力は下水道と比較しても大きなもの
があると考えられる．

　又，一つには，豊川の水を多く使うよう
になった結果であることが挙げられる．
図‒5 7) は豊川 石田地点の流況である．年
06） 「干潟域の水質浄化機能―一色干潟を例にして
  Vol. 28，No. 2，p. 178～188，1996
07） 国土交通省豊橋工事事務所資料

図‒5　豊川　石田

（t/s）
により降雨量が異なるので流量の変動も大
きいが，豊川用水で一部通水が始まった昭
和38年や全面通水が始まった昭和43年ご
ろにかけて，豊川用水の取水堰である大野
頭首工より下流の新城市石田地点の流量の
減少傾向が見られる．豊川からの流入量
の減少も，三河湾の汚染の要因の一つであ
ることが考えられる．

　又，一つには，浄化能力を超えた人口の
―」青山裕晃，今尾和正，鈴木輝明 月刊海洋

地点の流況7)
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集中が挙げられる．図‒68) を見ると，豊
橋市の世帯数は昭和35年から平成7年まで
に2倍以上増加し，人口も2倍近くまで増
加している．世帯や人口の集中により浄
化能力を超えた汚水が三河湾へと流入した
08） 豊橋市勢要覧　豊橋市　1999
09） とよはしの上下水道　豊橋市上下水道局　2002
10） とりもどそう美しい三河湾　三河湾浄化推進協議会

図‒7　三河湾の底質COD平均
　　　  資料：国土交通省 中部地方

図‒6　豊橋市の人口・世帯数
だろう．現在，豊橋市の下水道整備率は
約75％となった9)．しかし，現在も含め，
過去には多くの汚水が三河湾へと流れ込
み，図‒710) に示すとおり三河湾内にヘド
ロとなって堆積し，窒素やリンを溶出させ
パンフレット　2002

分布（表層泥0～5cm）10)
整備局 三河港湾工事事務所

の推移（国勢調査）8)
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ていると考えられる．又，公共下水道の
処理面積のうち35％近くは合流式下水道
であり9)，それも人口集中地区に多い．合
流式下水道では，大雨時には未処理水がそ
のまま三河湾に注ぐ状況である．

　次に，三河湾が他の閉鎖性水域と比較し
ても汚染されやすい状況にあり，このこと
11） 第38回下水道研究発表会資料　宇塚公一（国土交通
12） 環境白書　2001

図‒8　各閉鎖性水域の

全　国（人口126.1百万人）

湖沼水質保全法による
指定湖沼全体（人口4.7百万人）

東

伊

瀬

高度処理
人口８％

普及率６０％

高度処理
人口４０％

普及率５７％
も三河湾の汚染の主たる要因の一つと考え
られることについて述べたい．
　図‒811) にあるように下水道の整備状況
を伊勢湾全体で見ると48％である．一方，
東京湾に関連した地域は83％である．又，
図‒912) のように，東京湾に関連した人口
は伊勢湾に関連した人口の2.5倍もあるの
に，それぞれの湾内に排出される汚染物質
省調べ）2001

資料：国土交通省調べ（平成11年度末）　　

下水道普及率11)

京湾（人口26.4百万人）

勢湾（人口10.4百万人）

戸内海（人口30.9百万人）

高度処理
人口９％

高度処理
人口１５％

高度処理
人口５％

普及率８３％

普及率４８％

普及率６１％
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注：昭和54，59，平成元，6年度は実績値．平成11年度は削減目標量．平成6年度について
は渇水の影響を受けている．

資料：環境庁

図‒9　総量規制3海域における発生源別発生負荷量（COD）の
推移と削減目標量（単位：トン /日）12)
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の量はほとんど同じである．図‒10～1213) 
は各海域の COD，全窒素濃度，全リン濃
度の状況である．CODの値は三河湾が最
も高くなっている．又，全窒素濃度，全
リン濃度は下水道整備率の高さも反映し
て，東京湾が飛びぬけて高くなっている．
窒素やリンは下水道施設によって有機物を
分解した結果の産物でもある．なお下水
道において窒素やリンも処理できる高度処
理の普及が求められているところである
が，高度処理については，その建設費を何
によって賄うか等の課題があり，整備率が
急激に伸びると言うことがあまり期待でき
ないという問題を抱えている．

　さらに三河湾の汚染の原因として考えら
れるものとして，三河地方の農畜産業の盛
んなことが挙げられるだろう．
　汚濁負荷には，生活廃水，産業排水以外
にも発生源を特定できない「面源負荷（ノ
ンポイント汚濁）」と呼ばれるものがあり，
その主なものは市街地や農地から来るもの
である．たとえば，霞ヶ浦の汚濁負荷の
うち CODの45％，全窒素の37％，全リ
ンの20％が面源負荷である．4) 又，琵琶湖
についてもCODの45％，全窒素の50％，
全リンの28％が面源負荷に由来する．11) 三
河湾の面源負荷の割合は不明であるが，三
河湾に関連した地域の農畜産業が大変盛ん
であることを考えれば，農畜産業に起因す
る面源負荷が三河湾の負荷の大きな原因の
一つであろう事は推測できる．

　又，三河湾の地形などを，東京湾など他
の閉鎖性水域と比較したものが表‒110) で
13） 愛知県環境部水環境課資料
ある．三河湾の汚濁を他の閉鎖性水域と
比較する場合は，この図のような地形条件
や潮流との関係などに基づき，多面的に閉
鎖性の度合いや，窒素やリンの溶出の程度
などについて比較する必要があろう．

7．終わりに

　この拙文の始めに，「水」に対する意識
の向上のためには，特に自分の目で見るこ
とが有効な方法であることを述べた．人
は様々なきっかけで「水」に対する意識が
向上するであろう．
　たとえば，何かのきっかけ（自然観察会
や清掃活動等）で川に入る機会があったと
しよう．そのとき川の水が濁っていたり，
石や川底にたくさんのヌルヌルしたこけが
びっしりと付いていたりすると，目で見
て，又，足の裏に川の汚れを感じるだろ
う．又，水の表面に油が浮いていたりす
ることもあるかもしれない．又，いやな
臭いを感じる時もあるかもしれない．
　いずれにしても，人の五感から入ってき
た情報は印象に残るものであろう．「水」
に対する意識の向上を図るには，まず，こ
のようなきっかけをつかむことが第一歩で
ある．
　次に，「水」に対する意識を持った人が，
真に「水」に対する意識の「向上」を図る
には，出来得る限りの多面的な科学的情報
を知る必要がある．
　そして，何度も繰り返すが，そのための
「専門家」の役割は重要である．もちろん，
未だに科学の力に拠っても解明されていな
いことは多い．「専門家」はその限界もはっ
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図‒10　COD濃度の状況13)

図‒11　全窒素濃度の状況13)

図‒12　全りん濃度の状況13)
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表‒1　各閉鎖性水域の比較10)

区　分 三河湾 伊勢湾 東京湾 大阪湾 琵琶湖
面　　積（km2） 604 1,738 1,160 1,400 674
平均深度（m） 9.2 19.5 38.6 27.5 43.0
流域面積（km2） 3,624 14,294 7,540 5,737 3,848

主要流入河川
矢作川 木曽川 江戸川 淀　川 野洲川
豊　川 長良川 荒　川 寝屋川 安曇川
境　川 揖斐川 多摩川 神崎川

資料：伊勢湾の総合的な利用と保全に係る指針
きりと示した上で，現時点の最善の研究成
果を示す必要がある．そして，研究成果
は多くの「専門家」が協力して，地球温暖
化問題に対する IPCCの役割に示されるよ
うに，出来るだけ多くの側面から示す必要
がある．そして，人々はそうやって得ら
れた出来るだけ多面的な研究成果によっ
て，物事を判断するように努めなければな
らない．
　私はしばしば，ある科学的な一つの側面
のみに注目して，実りの少ない議論が交わ
されるのを聞くことがあり，大変残念に感
じている．これからは，できるだけ多く
の科学的情報により，「水」に対する「正
しい」意識の向上を図り，実りのある議論
が交わされるようになることを願ってい
る．
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